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私たち生物はその細胞の中に、体を作る情報、遺伝子を持っています。遺伝子は染

色体に含まれていますが、生物には染色体のセットを１組持っている時期（単相）と

２組持っている時期（複相）があります[註]。わたしたち人間の体は複相にあたり、

単相に相当するのは卵や精子といった単細胞で、これらはいずれも単独では生活でき

ません。一方、ドイツのホフマイスターは160年以上前に陸上植物[註]は形も特徴も

異なる多細胞の体を交互に作ることを発見しました。その後、それぞれの体の染色体

数が調べられ、単相と複相に相当することがわかってきました。現在では、陸上植物

は単相と複相とで異なる体作りのプログラムを持ち、そのスイッチが切換わると考え

られるようになりました。今回、広島大学大学院理学研究科の榊原恵子特任助

教、出口博則教授らは基礎生物学研究所の長谷部光泰教授らとの共同研

究により、コケ植物ヒメツリガネゴケ[註]を使って複相から単相への切換えにスイ

ッチとして働く遺伝子を発見しました。この遺伝子を取り除いて育てると、複相の時

期に間違って単相の体を作ってしまいます。現在、地球上で最も反映している陸上植

物は花を咲かせる被子植物[註]ですが、その体の大半は複相ですので、このスイッ

チがうまく働くことは植物にとってとても大切です。この成果は、科学雑誌

Scienceに3月1日（日本時間）に発表されます。 

 

[[[[研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景]]]]    

 陸上植物は単相と複相で形の異なる多細胞の体を作ります(図１)。単相と複相と

で異なる遺伝子が働いて、異なる体を作らせていると考えられてきました。現在、地

球上で最も繁栄している花を咲かせ、種子を形成する被子植物は複相が生活の中心で

あることから、陸上植物にとってきちんと複相の体ができることは重要であると考え

られます。しかし、その制御の仕組みはホフマイスターによる陸上植物の生活環の発

見以来、160年の謎であり続けました。 

 

[[[[研究の成果研究の成果研究の成果研究の成果]]]]    

 広島大学大学院理学研究科の榊原恵子特任助教、出口博則教授らの研究

グループはオーストラリア・モナシュ大学、基礎生物学研究所との共同

研究によって、KNOX2[註]と呼ばれるホメオボックス遺伝子（動物、植物、

菌類に共通の転写因子（指令遺伝子）[註]）が陸上植物の複相から単相

への制御に働いていることを発見しました。コケ植物のヒメツリガネゴ

ケでKNOX2遺伝子を取り除くと、複相の成長が途中で止まり、単相の体が

できました（図２）。また、この時の単相の細胞に含まれているDNA（染



色体に含まれている遺伝子の物質）含有量は通常の単相の細胞の２倍で

した。このことから、KNOX2遺伝子は複相において単相の形作りの遺伝子

を働かないように抑制しているとわかりました。陸上植物の祖先である

緑藻は複相に多細胞の体を作れないし、緑藻からはこのKNOX2遺伝子は報

告されていません。この遺伝子ができることにより、陸上植物は現在の

ように複相と単相の両方に多細胞の体を繰り返し作れるようになったと

考えられます。この成果は、科学雑誌Scienceに3月1日（日本時間）に発

表されます。 

    

 
 

図１ 陸上植物（コケ植物）ヒメツリガネゴケの生活環 

陸上植物はその生活環の中で単相と複相にそれぞれ異なる多細胞の体を

作る。KNOX2遺伝子が複相から単相への切換えに働くことがわかった。 

 



 

図２ KNOX2遺伝子は単相から複相へのスイッチとして機能する 

ヒメツリガネゴケのKNOX2遺伝子を取り除いて育てると、複相の成長が途

中で停止し、単相に似た組織が作られる（やじり）。 

左：ヒメツリガネゴケの通常の複相。中：KNOX2遺伝子を取り除いたヒメ

ツリガネゴケの複相。右：ヒメツリガネゴケの通常の単相。３枚の写真

は同倍率である。 

    

[[[[今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開]]]]    

 KNOX2遺伝子は花を咲かせる被子植物からも報告されていますが、機能

はよくわかっていませんでした。今回の発見をきっかけに、被子植物の

KNOX2遺伝子も複相から単相への制御に働いているかわかるようになる

かもしれません。それを利用することで、花が咲きにくい作物から自在

に単相の精子や卵を作ったり、染色体を２組持った精子や卵を作れるよ

うになったりすれば、新しい育種が可能になり、農業などに有用と期待

されます。今回の発見はそのような研究につながる可能性があります。 
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[[[[専門用語専門用語専門用語専門用語]]]]    

生活環 

 生物の異なる形態が周期的に出現することを表す用語。特に単相と複相の体が交互

に現れること。 

 

指令遺伝子 

 様々な遺伝子を働かせたり、休ませたりする指令をだす働きをする遺伝子。転写因

子とも呼ばれている。ホメオボックス遺伝子や MADS ボックス遺伝子が代表として知

られている。 

 

単相と複相 

 生物の生活環の中で、染色体を１組持つ時期を単相、２組持つ時期を複相という。 

 

陸上植物 

 コケ植物、シダ植物、種子植物（裸子植物と被子植物が含まれる）からなる緑藻を

祖先とする陸上に進出した植物の仲間。 

  

被子植物 

 花を咲かせる植物のこと。 

 

コケ植物 

 陸上植物の中で最初に分かれた仲間。 

 

ヒメツリガネゴケ 

 よく研究に用いられているコケ植物の仲間。2008 年に全ゲノム情報が決定され、公

開された。 

  

KNOX2 遺伝子 

 指令遺伝子であるホメオボックス遺伝子の一つ。陸上植物はこの遺伝子を持ってい

る。 


